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１．概要（Summary ） 

Ce を含む BiS2 系超伝導体 R1-xCexOBiS2 (R=希土

類元素における Ce 4f 電子の役割を再考察することを目

的として、軟 X 線光電子分光測定を行った。角度分解

光電子分光測定および Ce3d-4f 共鳴光電子分光測定

の結果は、伝導電子と Ce 4f がわずかに混成しているこ

と、フェルミ準位上にも Ce 4f が有限の部分状態密度を

有していることを示した。 
 
２．実験（目的,方法）（Experimental） 

BiS2系超伝導体は発見から 10 年経過しようとしてい

るが、その超伝導物性には謎が多い。中でも、Ce が含ま

れる BiS2 系超伝導体における Ce 4f 電子の役割はよく

わかっていない。我々が Nd0.7Ce0.3OBiS2 に対して Ce 
3d-4f 共鳴光電子分光の予備実験を行なったところ、フ

ェルミ準位上の光電子強度がわずかであるが共鳴増大

することを見出した。この結果は、これまでに研究されて

きた Ce(O,F)BiS2 では見逃されてきた点である。本研究

課題では、R 元素の種類と Ce 濃度 x を変化させた種々

の R1-xCexOBiS2(R=La, Nd)に対して、系統的な電子

状態研究を行うことで、BiS2 系超伝導体における c-f 混

成の有無をはじめとした Ce 4f 電子状態の詳細を明らか

にする。 
測定には R1-xCexOBiS2 (R=La, Nd; x=0-0.8)単結晶

試料を用いた。清浄試料表面は、超高真空下において

試料温度 20K で劈開をすることにより得た。角度分解

光電子分光および共鳴光電子分光測定は SPring-8 

BL23SUに設置されている角度分解光電子分光装置を用

いた。エネルギー分解能 100-200meV、角度分解能は

0.2°に設定した。加えて X 線吸収測定も行った。 
 
３．結果と考察（Results and Discussion） 

測定した全ての試料において、Ce 3d 内殻光電子分光ス

ペクトルおよび Ce 3d X 線吸収分光スペクトルから Ce が+3
価と+4 価の混合原子価状態にあることが示唆された。角度

分解光電子分光測定からは、Ce 4f が結合エネルギー0.8 
eV 付近を中心にバンド幅 0.4 eV 程度の分散を示すことが

わかった。また、Ce 3d-4f 共鳴光電子分光から、光エネルギ

ー881.4 eV でフェルミ準位上の光電子強度がわずかに増

大することを観測した。これらの結果は、伝導電子と Ce 4f が

混成しており、フェルミ準位上でも Ce 4f が有限の部分状態

密度を有していることを意味している。 
 
４．その他・特記事項（Others） 

実験にご協力いただきました原子力研究機構の藤森伸一

氏及び川崎郁斗氏に感謝いたします。 
 

 
 
 
 
 
 

 


